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ス
の
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ー
ム
メ
イ
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ミ
シ
ェ
ル
・
グ
レ
イ
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（
８
） 

 
 

サ
ム
の
娘 
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１
． 

ア
リ
ー
ナ
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
（
昼
） 

大
勢
の
観
客
で
ひ
し
め
き
合
う
会
場
。
音
楽
が
大
音
量
で
流

れ
て
い
る
。
観
客
た
ち
、
座
席
で
雑
談
し
た
り
、
写
真
を
撮

っ
た
り
、
フ
ー
ド
や
物
販
に
並
ん
だ
り
し
て
い
る
。 

 

２
． 

ア
リ
ー
ナ
・
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
（
昼
） 

赤
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
た
選
手
た
ち
が
各
々
、
試
合
前
の
時

間
を
過
ご
し
て
い
る
。
日
本
人
選
手
の
中
に
、
外
国
人
（
に

見
え
る
）
選
手
も
何
人
か
混
ざ
っ
て
い
る
。 

巨
漢
の
サ
ム
・
グ
レ
イ
ス
（
４
０

）、

自
分
の
ロ
ッ
カ
ー
前

で
準
備
し
て
い
る
。
手
作
り
を
思
わ
せ
る
い
び
つ
な
ミ
サ
ン

ガ
を
手
首
か
ら
外
し
、
じ
っ
と
見
つ
め
る
。
ミ
サ
ン
ガ
を
握

り
顔
の
前
に
持
っ
て
く
る
と
、
目
を
閉
じ
て
祈
る
よ
う
に
意

識
を
集
中
さ
せ
る
。 

外
国
人
コ
ー
チ
や
ス
タ
ッ
フ
が
入
っ
て
来
て
、
選
手
た
ち
に

声
を
掛
け
る
。
サ
ム
、
ミ
サ
ン
ガ
を
ロ
ッ
カ
ー
に
入
れ
、
控

室
の
椅
子
に
座
る
。
他
の
選
手
た
ち
も
各
々
座
る
。 

コ
ー
チ
が
選
手
た
ち
に
向
か
っ
て
英
語
で
話
し
始
め
る
。
そ

れ
を
隣
の
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
が
同
時
通
訳
し
て
い
る
。
非
常

に
深
刻
な
雰
囲
気
で
、
コ
ー
チ
と
ス
タ
ッ
フ
の
言
葉
に
も
熱

が
入
っ
て
い
る
。 

ス
タ
ッ
フ
「
今
日
だ
け
は
絶
対
に
勝
と
う
。
Ｂ
１
残
留
を
死
守
し
よ
う
」 

選
手
た
ち
、
「
お
う
」
な
ど
と
ド
ス
の
聞
い
た
声
を
出
す
。 

目
を
閉
じ
て
聞
い
て
い
た
サ
ム
（
４
０

）、

静
か
に
目
を
開

け
る
。 

 

３
． 

ア
リ
ー
ナ
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
（
昼
） 

大
半
の
観
客
が
着
席
し
て
い
る
。
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
な
音
楽
が

流
れ
、
観
客
が
手
拍
子
や
鳴
り
物
で
盛
り
上
げ
て
い
る
。
客

席
の
７
割
程
度
が
黒
い
服
装
、
残
り
は
赤
い
服
装
。 

１
０
人
の
選
手
が
コ
ー
ト
内
に
揃
っ
て
い
る
。
赤
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
が
５
人
、
黒
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
５
人
。 

笛
が
鳴
り
、
ジ
ャ
ン
プ
ボ
ー
ル
か
ら
試
合
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。 
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黒
ユ
ニ
の
西
條
迅
（
２
５
）
が
ボ
ー
ル
を
ド
リ
ブ
ル
。
サ
ム
、

ゴ
ー
ル
下
で
待
ち
構
え
る
。
非
常
に
真
剣
な
表
情
。 

 
４
． 

ア
リ
ー
ナ
・
実
況
ブ
ー
ス
（
昼
） 

２
階
席
の
一
角
に
設
置
さ
れ
た
実
況
ブ
ー
ス
。
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
と
解
説
者
が
実
況
を
し
て
い
る
。 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「
さ
あ
始
ま
り
ま
し
た
、
東
京
ブ
ラ
ッ
ク
タ
イ
ガ
ー
対
、
宮

崎
レ
ッ
ド
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
の
対
戦
で
す
」 

解
説
者 
「
宮
崎
は
こ
の
試
合
を
落
と
す
と
Ｂ
２
降
格
が
確
定
し
ま
す
か
ら

ね
。
絶
対
に
負
け
ら
れ
な
い
一
戦
で
す
」 

 

５
． 

ア
リ
ー
ナ
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
（
昼
） 

コ
ー
ト
内
で
選
手
た
ち
が
激
し
く
動
き
回
っ
て
い
る
。 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
声
「
対
す
る
東
京
は
、
い
ち
早
く
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ

出
場
を
決
め
た
強
豪
中
の
強
豪
。
宮
崎
、
ア
ウ
ェ
イ
の
中
で
一
矢

報
い
る
こ
と
が
で
き
る
か
」 

ゴ
ー
ル
下
の
黒
ユ
ニ
を
着
た
ス
ミ
ス
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
（
２
７
）

に
ボ
ー
ル
が
回
る
。
ス
ミ
ス
、
荒
い
動
き
で
サ
ム
を
押
し
て

く
る
。
サ
ム
、
苛
つ
い
た
表
情
。
ス
ミ
ス
、
豪
快
に
ダ
ン
ク

し
よ
う
と
す
る
が
、
サ
ム
が
勢
い
よ
く
ボ
ー
ル
を
弾
き
飛
ば

す
。
会
場
が
盛
り
上
が
る
。 

 

６
． 

ア
リ
ー
ナ
・
観
客
席
（
昼
） 

１
階
席
の
一
角
、
日
本
人
だ
ら
け
の
中
に
サ
ム
の
家
族
が
紛

れ
て
い
る
。
妻
、
息
子
、
娘
の
三
人
。
盛
り
上
が
っ
て
お
り
、

特
に
ミ
シ
ェ
ル
・
グ
レ
イ
ス
（
８
）
が
は
し
ゃ
い
で
い
る
。 

ミ
シ
ェ
ル
「
パ
パ
、
パ
パ
」 

三
人
の
手
首
に
、
い
び
つ
な
ミ
サ
ン
ガ
が
巻
か
れ
て
い
る
。 

 

７
． 

ア
リ
ー
ナ
・
実
況
ブ
ー
ス
（
昼
） 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「
サ
ム
・
グ
レ
イ
ス
、
豪
快
な
ブ
ロ
ッ
ク
。
来
日
し
て
６
年
、

早
速
大
ベ
テ
ラ
ン
と
し
て
の
意
地
を
見
せ
ま
す
」 

解
説
者
「
流
石
で
す
ね
～
。
御
年
４
０
な
ん
で
す
け
ど
」 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
声
「
サ
ム
は
今
シ
ー
ズ
ン
で
引
退
す
る
と
の
噂
も
あ
り
ま
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す
が
、
そ
う
と
は
思
え
な
い
安
定
感
で
す
」 

 

８
． 

ア
リ
ー
ナ
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
（
昼
） 

サ
ム
、
不
満
げ
な
表
情
で
手
を
広
げ
、
英
語
で
捲
し
立
て
て

近
く
の
審
判
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。 

解
説
者
の
声
「
残
り
の
試
合
数
も
か
な
り
少
な
い
で
す
か
ら
ね
え
。
本
当
に

引
退
す
る
な
ら
、
悔
い
を
残
し
た
く
は
な
い
で
し
ょ
う
ね
」 

サ
ム
、
ス
ミ
ス
が
押
し
て
く
る
と
伝
え
て
い
る
様
子
。 

審
判
、
首
を
横
に
振
っ
て
い
る
。
サ
ム
、
不
満
げ
に
自
分
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
へ
戻
る
。 

 

９
． 

ア
リ
ー
ナ
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
（
昼
） 

ボ
ー
ル
が
回
り
、
黒
ユ
ニ
の
選
手
が
３
ポ
イ
ン
ト
シ
ュ
ー
ト

を
打
つ
。
サ
ム
、
ゴ
ー
ル
下
で
再
び
ス
ミ
ス
に
押
さ
れ
、
苛

つ
い
た
表
情
。
リ
バ
ウ
ン
ド
に
備
え
る
が
、
押
し
て
き
た
ス

ミ
ス
が
零
れ
球
に
触
り
、
リ
ン
グ
内
へ
戻
す
。
７
割
の
観
客

が
大
歓
声
。
赤
ユ
ニ
の
選
手
た
ち
、
表
情
が
固
く
な
る
。 

以
降
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
的
に
、
試
合
が
ど
ん
ど
ん
展
開
し
て
い

く
。
黒
チ
ー
ム
が
遠
方
か
ら
の
シ
ュ
ー
ト
を
中
心
に
得
点
し
、

点
差
を
広
げ
て
い
く
。
赤
チ
ー
ム
も
サ
ム
が
ゴ
ー
ル
下
で
の

シ
ュ
ー
ト
を
決
め
る
な
ど
し
て
点
を
返
す
が
、
得
点
シ
ー
ン

が
２
対
１
程
度
の
割
合
に
。
赤
チ
ー
ム
の
フ
ァ
ン
や
サ
ム
の

家
族
も
、
不
安
げ
な
表
情
に
変
わ
っ
て
い
く
。 

 

１
０
． 

ア
リ
ー
ナ
・
観
客
席
（
昼
） 

２
階
席
に
座
る
私
服
姿
の
観
客
、
隣
の
客
と
囁
き
合
う
。 

観
客
１
「
や
っ
ぱ
流
石
に
無
理
じ
ゃ
ね
」 

観
客
２
「
宮
崎
が
降
格
か
～
」 

二
人
の
視
線
の
先
に
は
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
。
第
２
ク
ォ
ー
タ
ー

で
あ
る
こ
と
を
示
す
「
２
」
と
、
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
４
２
、
Ｇ
Ｕ
Ｅ

Ｓ
Ｔ
２
３
と
い
う
数
字
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。 

 

１
１
． 

ア
リ
ー
ナ
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
（
昼
） 

会
場
は
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
を
迎
え
て
い
る
。
黒
チ
ー
ム
、
ベ
ン
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チ
で
活
気
づ
い
て
い
る
。
一
方
、
赤
チ
ー
ム
の
ベ
ン
チ
は
か

な
り
ピ
り
つ
い
た
様
子
。
外
国
人
コ
ー
チ
と
通
訳
ス
タ
ッ
フ

が
、
激
を
飛
ば
し
ま
く
っ
て
い
る
。
頭
に
タ
オ
ル
を
置
い
た

サ
ム
、
鬼
気
迫
る
表
情
で
座
っ
て
い
る
。 

ブ
ザ
ー
が
響
き
渡
り
、
サ
ム
と
４
人
の
選
手
が
立
ち
上
が
る
。

円
陣
を
組
ん
で
「
ワ
ン
ツ
ー
ス
リ
ー
、
ミ
ヤ
ザ
キ
」
と
掛
け

声
。
各
チ
ー
ム
の
選
手
５
人
が
コ
ー
ト
に
戻
り
、
試
合
再
開
。 

 

１
２
． 

ア
リ
ー
ナ
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
（
昼
） 

サ
ム
、
一
層
激
し
く
ス
ミ
ス
に
押
さ
れ
て
い
る
。
付
近
に
座

っ
て
い
る
赤
ユ
ニ
の
観
客
が
、
「
押
し
て
る
、
押
し
て
る
ぞ

ー
」
と
審
判
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
聞
き
流
さ
れ
る
。 

サ
ム
、
相
手
ゴ
ー
ル
下
に
攻
め
込
み
、
シ
ュ
ー
ト
を
入
れ
よ

う
と
す
る
が
、
ス
ミ
ス
に
手
ご
と
ボ
ー
ル
を
叩
き
落
と
さ
れ

る
。
西
條
が
ボ
ー
ル
を
拾
い
、
爆
速
で
走
り
出
す
。
盛
り
上

が
る
会
場
。 

赤
ユ
ニ
の
選
手
た
ち
、
慌
て
て
追
い
か
け
る
。
サ
ム
も
焦
っ

て
追
い
か
け
る
が
、
勢
い
あ
ま
っ
て
西
條
に
強
く
接
触
。
派

手
に
転
ば
せ
て
し
ま
う
。
サ
ム
、
し
ま
っ
た
と
い
う
表
情
。

会
場
か
ら
悲
鳴
混
じ
り
の
ど
よ
め
き
が
上
が
る
。 

笛
が
鳴
り
、
試
合
が
中
断
に
。
ざ
わ
め
く
会
場
。
西
條
、
体

を
痛
め
た
様
子
で
苦
悶
し
て
お
り
起
き
上
が
れ
な
い
。 

コ
ー
ト
上
部
に
吊
る
さ
れ
た
巨
大
な
ス
ク
リ
ー
ン
で
、
問
題

の
シ
ー
ン
が
再
生
さ
れ
る
。
サ
ム
が
西
條
を
転
ば
せ
た
場
面

で
再
度
、
悲
鳴
と
怒
号
が
上
が
る
。
「
ア
ン
ス
ポ
ー

」、

「

ア
ン
ス
ポ
だ
ろ
ー
」
と
い
っ
た
野
次
が
飛
ぶ
。 

 

１
３
． 

ア
リ
ー
ナ
・
観
客
席
（
昼
） 

サ
ム
の
家
族
、
ブ
ー
イ
ン
グ
に
萎
縮
し
て
い
る
。
ミ
シ
ェ
ル
、

怯
え
た
よ
う
に
母
親
へ
縋
り
つ
く
。 

 

１
４
． 

ア
リ
ー
ナ
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
（
昼
） 

コ
ー
ト
サ
イ
ド
で
ビ
デ
オ
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
た
審
判
が
出

て
く
る
。
両
手
を
挙
げ
、
右
手
首
を
掴
む
仕
草
。 
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１
５
． 

ア
リ
ー
ナ
・
観
客
席
（
昼
） 

２
階
席
に
座
る
黒
ユ
ニ
姿
の
観
客
、
隣
の
客
と
囁
き
合
う
。 

観
客
３
「
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
前
に
何
や
っ
て
く
れ
て
ん
だ
よ…

…

」 

観
客
４
「
ま
さ
に
ア
ン
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
ラ
イ
ク
フ
ァ
ウ
ル
っ
て
感
じ
」 

観
客
３
「
こ
れ
だ
か
ら
ガ
イ
ジ
ン
選
手
は
さ
あ…

…

」 

二
人
の
視
線
の
先
に
は
サ
ム
の
姿
。
大
ブ
ー
イ
ン
グ
の
中
で

立
ち
尽
く
し
て
い
る
。 

 

１
６
． 

ア
リ
ー
ナ
・
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
（
昼
） 

ハ
ー
フ
タ
イ
ム
。
サ
ム
の
拳
が
ロ
ッ
カ
ー
の
扉
に
叩
き
つ
け

ら
れ
る
。
赤
ユ
ニ
の
選
手
た
ち
、
無
言
。
サ
ム
、
ど
か
っ
と

床
に
座
り
込
む
。
非
常
に
重
苦
し
い
空
気
。 

サ
ム
、
暫
く
苛
つ
い
た
様
子
だ
っ
た
が
、
徐
々
に
落
ち
着
い

て
く
る
。
お
も
む
ろ
に
拳
を
開
く
と
、
中
に
は
ミ
サ
ン
ガ
。

サ
ム
、
ミ
サ
ン
ガ
を
見
つ
め
て
切
な
げ
な
表
情
。
そ
っ
と
顔

を
上
げ
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
た
ち
を
見
つ
め
る
。
皆
暗
い
雰
囲

気
。
サ
ム
、
ミ
サ
ン
ガ
を
ぎ
ゅ
っ
と
握
り
締
め
、
俯
く
。 

コ
ー
チ
や
通
訳
が
入
っ
て
く
る
。
選
手
た
ち
に
声
を
掛
け
、

静
か
に
話
し
始
め
る
。
俯
い
た
ま
ま
の
サ
ム
、
微
動
だ
に
し

な
い
。 

話
が
終
わ
り
、
一
同
が
立
ち
上
が
る
。
一
人
座
っ
た
ま
ま
の

サ
ム
、
不
意
に
声
を
出
す
。 

サ
ム 

「Guys.

」 

サ
ム
、
立
ち
上
が
っ
て
何
か
を
話
す
。
黙
っ
て
聞
く
チ
ー
ム

メ
イ
ト
や
ス
タ
ッ
フ
。
サ
ム
、
最
後
に
頭
を
下
げ
る
。
仲
間

達
、
励
ま
す
よ
う
に
肩
や
腰
を
叩
く
。
円
陣
を
組
み
、
静
か

に
「
ワ
ン
ツ
ー
ス
リ
ー
、
ミ
ヤ
ザ
キ

」。 

サ
ム
、
澄
ん
だ
瞳
で
前
を
向
く
。 

 

お
わ
り 


